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地
区
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
駐
車
場
に
は
、

写
真
の
よ
う
に
巨
石
が
露
出
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
巨
石
は
古
墳
の
石
室
。
飛

鳥
の
石
舞
台
古
墳
の
よ
う
に
墳
丘

が
な
く
な
り
、
石
室
が
む
き
出
し

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
平
成
９

年
、
店
舗
建
設
の
際
に
発
掘
調
査

さ
れ
た
も
の
が
、
移
築
復
元
さ
れ

た
も
の
で
す
（
五ご

り
ょ
う霊

古
墳
群
第
２

号
石
室
）。

林 時の記憶
シリーズ 180
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石岡の
　　石舞台古墳

　
古
墳
が
造
ら
れ
た
の
は
、
今
か

ら
約
１
３
０
０
年
前
の
７
世
紀

前
半
。
聖
徳
太
子
の
頃
で
、
石

舞
台
古
墳
と
は
時
期
も
同
じ
頃

で
す
。

　
石
の
大
き
さ
は
２
ｍ
を
超
え
、

厚
さ
も
25
㎝
以
上
。
そ
れ
が
４
枚

以
上
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
龍
神
山

の
西
側
、
根
小
屋
付
近
で
と
れ
る

石
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
ト
ラ
ッ
ク
も
な

い
時
代
に
、
こ
こ
ま
で
運
ん
で
く

る
の
は
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
林
地
区
は
、
平
安
時
代
の
百
科

事
典
「
和わ

み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

名
類
聚
抄
」
に
記
載
さ

れ
て
い
る
「
拝は

や
し
ご
う

師
郷
」
と
考
え
ら

れ
る
、
古
く
か
ら
の
集
落
で
す
。

古
墳
近
く
の「
宿し

ゅ
く
は
た畑

遺
跡
」で
は
、

県
道
石
岡
筑
西
線
バ
イ
パ
ス
建

設
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
７
世
紀
前
半
の
集
落
も
発

掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
が
造

ら
れ
た
の
と
同
じ
頃
の
集
落
で
、

し
か
も
古
墳
が
よ
く
見
え
る
斜

面
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
五
霊

古
墳
群
は
、
宿
畑
遺
跡
の
有
力

者
た
ち
の
た
め
の
古
墳
群
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　
買
い
物
つ
い
で
に
ぜ
ひ
石
室
も

ご
見
学
く
だ
さ
い
。

掲載しているイベント・休館日等の情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況等に応じて、中止または変更にな
る場合があります。最新の情報は、図書館ホームページにて掲載しています。

～図書消毒機を設置しました～

▶紫外線で細菌などを消毒します。操作は簡単
で、誰でも使用できます。貸出処理後、お
帰りの前に、ぜひご使用ください。

同時利用冊数：６冊まで
消毒時間：30 秒

▲駐車場に移築復元された
五霊古墳群の石室

＃おうち時間をもっと楽しく

▶おうちで絵本を読む、その初めの一歩を
応援します。また、直面する問題を絵
本講師とんちゃんがサクッと解決しま
す！

日時：11 月 15 日日　午後２時～４時

場所：中央図書館　読書室
講師：上

じょうこう

甲知子 氏（絵本講師）
定員：20 人
申込方法：10 月 6 日火から電話または
　　　　　図書館カウンターにて申し込み

◆こども図書館（午前 10 時 30 分～）
おはなし玉手箱……………………………3 日土
ひよこのおはなしかい……………………8 日木
むかしむかしのおはなし会……………17 日土
◆中央公民館（午後２時 30 分～）
おはなしフレンズ…………………………10 日土

【10 月の休館日】５日月・12 日月・19 日月・26 日月・29 日木

10 月のおはなし会

～ 第２回　ビブリオバトル ～
日時：10 月 17 日土　午後２時～
場所：中央図書館　読書室
申込方法：電話または　
　　　図書館カウンターで申し込み
※ビブリオバトルについては図書館

ホームページをご覧ください▶

中央図書館、こども図書館本の森に
　　　Ｌ

リ ヴ ァ ー

ＩＶＡ図書消毒機を設置しました。
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よみきかせ講座「絵本で子育て」受講者募集

大好きな本への「愛」を、ここにぶつけて！



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

文芸いしおか

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

小　
幡　
岡
野  

は
つ
子

帰
省
自
粛
ご
馳
走
の
な
い
冷
蔵
庫

高　
浜　
小
池 

さ
き
子

カ
ラ
フ
ル
な
日
傘
に
マ
ス
ク
交
差
点

石　
岡　
前
川　
豊
美

自
覚
せ
ぬ
言
葉
飛
び
出
す
鳳
仙
花

東
光
台　
森　
ま
さ
え

老
い
て
子
に
従
ふ
母
や
捩
花

貝　
地　
小
池  

つ
と
夢

コ
ロ
ナ
禍
の
間
隔
開
け
ぬ
蟻
の
列 

や
さ
と
俳
句
会

瓦　
谷　
鈴
木　
恵
子

杉
山
を
落
つ
る
一
す
じ
里
の
滝

瓦　
谷　
山
崎　
景
子

夏
草
の
長
け
て
埋
も
る
る
馬
頭
尊

下　
林　
鈴
木　
邦
翆

秋
暑
し
か
ら
り
と
晴
る
る
四
方
の
山

石
岡
短
歌
同
好
会

東
光
台　
内
田 

千
代
子

五
千
歩
を
歩
き
終
え
た
り
ス
ト
レ
ッ
チ

マ
ス
ク
外
し
て
万
緑
を
吸
う

東
大
橋　
森　
美
千
瑠

隣
家
に
て
子
供
の
声
す
る
ま
昼
ど
き

わ
が
身
辺
の
さ
び
し
さ
思
ふ

南　
台　
田
村　
満
佐

少
し
で
も
命
の
助
か
る
行
動
と

聞
き
し
こ
と
な
き
き
び
し
き
言
葉

石
岡
俚
謡
会国　

府　
坂
下　
蜻
吟

鳥
が
水
浴
び　
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル

み
ん
な
昼
寝
の　
夏
の
午
後

東
大
橋　
醍
醐　
正
夫

祭
り
中
止
の　
郵
便
届
く

風
も
自
粛
か　
大
通
り

山　
崎　
若
色　
茂

夏
の
原
っ
ぱ　
三
角
ベ
ー
ス

探
す
ボ
ー
ル
と　
草
い
き
れ

川　
又　
前
島　
節
子

昭
和
栄
え
た　
湯
河
原
熱
海

マ
ス
ク
気
に
せ
ず　
旅
し
た
い

総　
社　
暁　
夢
華

河
原
撫
子　
可
憐
に
咲
い
て

暗
い
世
相
に　
灯
を
点と

も

す

府　
中　
小
川
野　
蛙

や
ぐ
ら
提
灯　
今
年
は
な
く
て

広
い
空
き
地
に　
夏
の
月

石　
岡　
石
塚　
芳
華

拉
致
の
浜
辺
に　
帰
ら
ぬ
人
を

待
っ
て
慟ど

う
こ
く哭　
夏
の
海

南　
台　
香
倶
耶
姫

賽さ
い

の
河
原
で　
石
積
み
苦
役

父
母
を
思
っ
て　
泣
く
童
子

貝　
地　
前
島 

く
に
子

コ
ロ
ナ
飛
ん
で
け　
暑
さ
に
負
け
ず

俚
謡
石
岡　
み
な
元
気

い
し
お
か
川
柳
会

総　
社　
小
林　
凪

先
祖
か
ら
命
繋
が
れ
い
る
私

国　
府　
小
松
崎 

一
枝

自
粛
中
何
だ
か
無
駄
に
い
い
天
気

青　
田　
桜
井 

紀
美
子

無
理
を
し
て
着
た
の
に
今
度
脱
ぐ
苦
労

山　
崎　
鈴
木　
君
江

梅
雨
明
け
て
望
月
煌
々
照
る
夕
べ

立
秋
間
近
五
日
だ
け
の
夏

石　
岡　
赤
津　
貞
行

寂
し
い
の
一
番
嫌
と
言
っ
た
母

黄
泉
に
只
一
人
赴
く

北
根
本　
大
塚　
豊
子

筑
波
よ
り
来
る
風
涼
し
青
田
波

正
上
内　
宮
内　
厚
子

朝あ
さ

白
し
夕
う
す
紅べ

に

に
酔す

い
ふ
よ
う

芙
蓉

　５・７・５の 17 音で人間を詠むのが川
柳です。リズムにのせて、喜怒哀楽や人間
を自由に表現してみませんか。たった 17
音で人を感動させたり、笑わせたり心の動
き、ときめきを詠むことができます。
　川柳は親しみやすく、自由で奥深い文芸
です。
指５本５７５のためにある（大木 俊秀）
　当会は、互選をし、自由闊

か っ た つ

達に意見を言
い合って、楽しい時間を共有しています。
是非、ご一緒に川柳を楽しんでみませんか。
初めての人も大歓迎です。見学・体験参加

なども歓迎します。
　主な活動は、毎月第２火曜日に定例句会、
年 1 回の吟行会や合同句会を行っています。
年会費：1,000 円　会員数：16 人
問いしおか川柳会　会長　石塚 芳華　
　℡ 23-1704

第 25 回
いしおか川柳会 文化協会だより

俳
句

俚
謡（
都
々
逸
）

川
柳

短
歌

投
稿
作
品

１９　  広報いしおか令和２年 10 月 1 日号　 №３６０１９　  広報いしおか令和２年 10 月 1 日号　 №３６０


